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貨幣の交換可能性の拡張としてのデジタル情報 
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発表要旨： 

本発表では、貨幣という概念をめぐる記号的・経済的な観点からの議論を「価値の交換」

という問題系において、デジタル情報についての意味論的・システム論的な議論と接続す

る。それによって、人工知能（AI）が人間と取って代わるか否かといった個別的な問題に

限らず、デジタル情報技術の社会的な全面化により生じている「価値」をめぐる問題につ

いて、幅広く具体的に考えるための論点整理をめざす。 

 『資本論』を主著としたカール・マルクスによる経済についての総合的な議論は、経済

的な価値は如何に生じるのか、またそれは如何にして交換されるのか、についての根本的

な考察を基礎として成立している。その具体的な政治・国家といった形への応用について

は、二十世紀にかけての世界的広がりと退潮、そして二十一世紀に入ってのデジタル情報

技術も関わる富の集中への批判理論としての再評価など、毀誉褒貶が激しい。しかし、そ

の経済的な価値と交換をめぐる精察自体については、経済のあり方すなわち価値交換のあ

り方についての主義主張の次元を超えて、学問的に肯定的あるいは批判的に参照し、また

発展させた議論が連綿と続いている。 

 一方で今日の具体的な問題は、例えば AI システムによって生成されたデータや、ブロッ

クチェーンのトークンといったデジタル情報と、人間による様々な営みとの価値をめぐる

関係の問題、換言すれば意味の問題として現れている。そうした問題の本質を捉えるため

には、所与の記号的イメージとしてのそれらが、どのような「商品」なのか、あるいは「貨

幣」たりえるのか、といった既存の概念との対応関係を考えるだけでは不十分である。求

められるのは、そのような問いの対象としての、デジタルデータ／デジタル情報という（極

めて特殊な）意味や価値の様態についての根本的な考察である。 

 そのために本発表では、情報学において価値すなわち意味の様態として情報概念を精緻

化した理論体系（ネオ・サイバネティクスの一環を成す基礎情報学）を中心として、記号

学・記号論の諸概念とデジタル情報処理との関係について精察した先行研究などを踏まえ

る。そして、「貨幣の交換可能性を拡張するもの」としてのデジタル情報の性質・特質につ

いて闡明し、それをめぐる価値の問題についての論点整理を試みる。 
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